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６ スポーツ環境の整備 

施策目標 トップレベルのスポーツ実施環境の整備と県民のだれもがスポーツに

参加できる環境の実現 

 

現状・課題 

１ 国際または全国レベルの大会・合宿実施環境の整備 

県では、県内スポーツの先導的な役割を果たす中核施設として、これまでに「岐

阜メモリアルセンター」、「岐阜県長良川球技場」、「スポーツ科学トレーニングセン

ター」「岐阜県長良川スポーツプラザ」、「岐阜アリーナ」、「岐阜県グリーンスタジ

アム」、「川辺漕艇場」、「岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場」の 8施設を整備

してきましたが、施設の老朽化に伴う改修に加え、競技施設の基準の改正に伴う改

修が必要となっています。 

また、今後、プロスポーツの試合開催や、２０２０年東京オリンピック・パラリ

ンピックに向けた、大規模大会、全国大会、国際大会、また、トップアスリートの

合宿の誘致に向けて、高水準の施設に改修することに加え、選手・観客に快適な環

境を提供できるよう整備・充実することが求められています。 

２ 県民のスポーツ参加を支える環境の整備 

年齢や障がいの有無にかかわらず、県民のだれもが、日常的にかつ気軽にスポー

ツを楽しむには、身近な場所にスポーツができる施設があり、安全・快適・便利に

利用できることが求められます。 

また、平成２４年に本県で開催された「ぎふ清流国体」「ぎふ清流大会」を契機

に、競技者として体を動かしたり、観戦に訪れ応援したり、競技者を支えたりとい

った、「する」「観る」「支える」といったさまざまなスポーツ参加の形が生まれま

した。 

これらの参加形態を持続するには、単にスポーツを行うためだけの施設ではな

く、そこに人が集う施設であることが求められます。 
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施策の展開 

 

 

 

 

１ トップレベルのスポーツ実施環境の整備 

①海外選手受け入れ環境の整備 

 国際大会やトップアスリートの合宿を誘

致するにあたり、競技選手のほか、その関

係者、観覧者の外国人が快適・便利に施設

利用ができるための整備を行います。案内

表示の多言語化やピクトサインの導入な

ど、特に、東アジアで行われる国際大会の

合宿地としての地位を確立し、繰り返し利

用してもらえる施設とするための整備に努

めます。 

②競技スポーツ施設の整備 

県有８スポーツ施設については、今後も本県のスポーツの先導的役割を果たす

中核施設として、プロスポーツの試合や国際大会が行える高水準のスポーツ施設

として整備するとともに、子供、高齢者、障がい者の方など、誰でも安心して来

場できる施設に整備し、県民の方が身近な場所で、直にトップアスリートの一流

プレーを見ることができるよう、国際大会や国内トップレベルの基準への適合化

やユニバーサルデザインの導入、バリアフリー化などの整備を進めます。 

２ だれもがスポーツに参加できる環境の実現 

県内各地域におけるスポーツを推進する

ため、だれもが気軽にスポーツ活動を行う

ことができる環境づくりに努め、学校体育

施設や公共のスポーツ施設においては、バ

リアフリー、ユニバーサルデザイン化を進

め、年齢や障がいの有無にかかわらず、安

心して利用できる施設を増やします。 

また、大学や民間施設のスポーツ利用へ

の開放を進めるなど、県全体でのスポーツ活動の場の確保に努めます。 

 

トップレベルの競技と、県民のだれもがスポーツに参加できる活動の２つの観点か

ら、各スポーツ施策を効果的に推進するための環境づくりを進めます。 
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